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令和6年8月28日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：金井　優樹
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＜連絡事項＞
・栄養課より、お茶ゼリーに使用しているゼリーカップが減少しています。食器同様、購入しているものですので使用後は捨てずに厨房へ返却していただきますようお願いいたします。

・帯状疱疹ワクチン（シングリックス筋注用）のカルテ登録の準備ができました。オーダーより進んでいただき、注射（ワクチン）を選択し、「たいじょう」と入れますと帯状疱疹ワクチン（シングリックス筋注用）が選択できます。
◆接種料金◆（※感染対策委員会での決定価格）
患者：1回　22,000円
職員：1回　17,850円

＜入室状況＞
【転出】
・長浜　厚子様　東病棟合併症室→西病棟Bユニット30号室

＜患者様連絡事項＞
・榎木平　峰子様～柞木田Dr.診察にて、補液１本追加し１日３本キープ、食事入浴の際は見守りにて拘束一時解除し開放観察の指示あり。リクシアナは飲み切り終了。

・二部　奈乃華様～小栁Dr.診察にて、日中の開放観察にて不穏、逸脱行動見られないため、終日隔離終了し、20時から8時の時間隔離開始となる。

・小泉 君代様～ゼリー食、むせ込みや溜め込みなく嚥下もスムースであるため、本日昼よりミキサー食となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放後は声掛けには反応するも自室から出る事無く臥床し過ごされている。自傷行為や奇異行動無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。午前二時間、午後一時間の開放観察実施。午前中は自室から出る事ないが午後開放時は他患者への付き纏い行為あり、スタッフ介入するも行動自制できず。時間早め開放観察終了としている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・二部　奈乃華様～終日隔離中。本日より8時から20時の時間隔離開始指示。開放時は自室から出る事は殆ど無く臥床傾向だが出た際は放歌や脱衣、幻聴に左右された行動は無く経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・若沢　理子様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放観察中、自室から出る事は無いがディスポ食器や毛布を窓から外に捨てる逸脱行為有り。声かけにも表面的な返答見られ行動の自制は出来ずにいる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・船場　博文様様～終日隔離中。朝食は拒食するも昼食は摂取。壁蹴りや壁叩き、スタッフコールあり対応。対面時は苛々感見られており退院要求や薬、環境に関する訴え頻回に聞かれ落ち着きの無さ見られている。

[bookmark: _GoBack]・榎木平　峰子様～身体拘束中。微熱あるも他バイタルサイン異常無く酸素飽和度低下なし。声掛けに穏やかで疎通もとれ指示理解も出来ている。食事時のみ拘束解除指示あり昼食の際施行。自力で1/2摂取。解除中危険行動や点滴等ルートトラブルなく経過。拘束部位の循環障害、皮膚障害なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜小栁Dr診察状況＞
・三浦　榮子様～主治医よりダットスキャンの指示あり。姪様に付き添い出来る日時（9/3～6　9/10～13）を確認し、PSWへ調整依頼している。

・他特記事項無し。

＜深澤Dr診察情報＞
・高屋敷 正規様～発熱続いている為、コロナ・インフル抗原検査実施し陰性。臨時薬同内容にて７日分継続処方。

・他特記事項なし。

＜新入院情報①＞
　日　　時：令和6年8月28日　13:41
  氏　　名：砂庭　清治（すなば　きよはる）様
　生年月日：昭和48年5月9日(51歳)
　病　　名：中等度発達遅滞
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　　H30.3.15施設を無断離園した後、警察介入しH30.3.16保護され
　たものの聞き取り困難であったことから同日法23条通報がなされ、
　措置診察を実施。診察にて措置不要となったものの、家族・施設
　職員が入院治療を希望し、多動さや不穏さが認められていたこと
　から同日当院1回目の入院(医療保護)。薬剤調整により精神症状の
　改善が認められH30.5.1当院退院となり現在妙光園に入所中。その
　後は外来通院を続け経過を診ていた。R6.5月あたりから無断外出
　や身体的疼痛（頭痛、腹痛）を繰り返し訴え落ち着きなさが見ら
　れるようになる。そのため、外来通院にて薬剤調整し経過をみて
　いたものの、薬剤調整後も変らず無断外出などは数回あり不穏さ
　目立ち、施設スタッフの指示も入らない状況が続いていた。8/23
　診察時も、本人より2週間～1ヶ月程度の入院を希望し繰り返し主
　治医へ訴える様子あり。本人の強い希望により環境調整、症状改
　善目的にてＲ6.8.28　13:00東病棟Bユニットへ任意入院となる。

＜新入院情報②＞
日　　時：令和6年8月28日　15：12
　氏　　名：坂下　美奈（さかした　みな）様
　生年月日：昭和45年5月7日(54歳)
　病　　名：アルコール使用障害
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　　現在夫と二人で暮らしている。挙児は3人（男、女、女）。子は皆
　自立して家を出ている。20歳頃より飲酒を始めたが、子が小学生の頃
　（10年くらい前）から飲酒量が増え、飲酒状態で夫と喧嘩をすること
　が増えたようである。暴力的になったり子へ攻撃性を向けたりするこ
　とはなかった。4年程前に仕事でトラブルがありストレスが増強して、
　以降飲酒の頻度が1～2回/週→4～5回/週程度へ増加した。R4年に花北
　病院へ入院し、3ヶ月間入院をして断酒のためのプログラムを受けたが、
　退院後1ヶ月経たずに再飲酒し、以降は入院前よりも飲酒量が増えてい
　る。飲酒状態で転倒を繰り返しておりR6年7月2日に飲酒状態で転倒し、
　久慈病院へ搬送されている。頭部からの出血と肋骨骨折を受傷し、出
　血が多くショック状態になり、同院での治療が困難なために八戸市立
　市民病院へ搬送され、1ヶ月間入院し身体加療を受けた。退院後は1週
　間と経たずに再飲酒をしている。現在の飲酒量はストロングの缶チュ
　ーハイ(350ml)を2本程度のみと話し、隠れ飲酒については言及なし。
　家族の話によると夫が仕事を終えて帰宅すると既に酩酊状態のことも
　多く、缶チューハイや焼酎の空を隠している。飲酒時は寝言が多く失
　禁もあり。起立・歩行が困難で転倒することも多く、たまにブラック
　アウトしていることもある。夫としても、本人の入院による断酒治療
　を希望しており、アルコール依存症治療プログラムによる断酒目的に
　て、東病棟Ｄユニットへ任意入院となる。
